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＜要約＞ 東京府北豊島郡は近世から野菜種子生産が進展し、街道中仙道を中心に種子問

屋街が形成された地域である。本稿では、その中の 1 軒に当たる「榎本留吉商店」の経営

分析を通じて、近代日本の野菜生産の発展における種子屋の役割と、近郊農村の都市化に

伴う経営転換の解明を目的とする。種子屋は、選抜育種による固定種の育成、近郊採種農

家への委託採種、各地種子屋との種子取引による品揃えの充実を背景に、全国の野菜農家

に良質な種子を大量に供給し、近代日本の野菜産地の形成に大きく寄与したのである。 

 

＜キーワード＞ 野菜種子屋・委託採種・種子流通・採種管理人・種子品質問題 

 

1.はじめに 

(1) 問題の所在 

わが国の資本主義経済の確立に伴う近代都市の成長により、消費者人口が増加し、都市

近郊に野菜産地が形成された。農業史や蔬菜園芸学の分野では、近代農政の対象にならな

かった野菜生産が、民間育種家、すなわち、各地の篤農家や種苗業者によって、普及・発

展してきたことがしばしば指摘されてきた(1)。しかしながら、野菜生産が発展する上で不

可欠な普及要因としての「種子屋」の重要性が示唆されつつも、種子屋の内実を明らかに

した研究は極めて尐ない。そこで本稿では、街道中仙道を中心に 61 軒の種子屋が集積し、

全国の野菜種子を扱う大集散地であった東京府北豊島郡(2)を取り上げ、その中の 1 軒に当

たる「榎本留吉商店」の経営分析を通じて、近代日本の野菜生産の発展における種子屋の

役割と、近郊農村の都市化に伴う経営転換の解明を目的とする。 

 

(2) 研究方法 

野菜種子屋の実態解明のために利用した主な史料は、

豊島区立郷土資料館所蔵の榎本泰吉家文書である。榎本

泰吉は「榎本留吉商店」(以下、榎本家)の 5 代目で、初

代留吉以来、百数十年に渡って北豊島郡巣鴨村で種子屋

を営んできた(3)。同家文書は約 6 万点にのぼり、史料内

容は種子取引に関する通信書簡、経営帳簿、種苗カタロ

グが大半を占める。  

経営帳簿は、①委託採種に関する帳簿、②買入先の東

京の種子屋から榎本家宛てに送られた帳簿、③種子出荷

に関する帳簿に大別できる(図1)。本稿では、野菜種子の生産・流通構造の全体が把握しう

る大正中期と、経営の質的転換を迎える大正後期を中心に分析する。 

図 1 榎本泰吉家経営帳簿史料 

豊島区立郷土資料館所蔵 



 

 

図 2 種子増殖システム 

【大正中期】 

2. 種子屋による固定種の育成と原種生産 

近代の種子屋で扱われていた種子は全て固定種であった。遺伝形質が雑駁なため、他所

での栽培に適さない場合が多い在来種に対して、固定種は遺伝形質が一定の揃い性を持ち、

他所での栽培にもある程度の適応性を有する(4)。近代の種子屋は在来種の選抜・採種(母本

採種)を繰り返すことにより、高品質な固定種を育成した。 

母本選抜は遺伝形質を固定する役割を果たすと同時に、販売する種子の優劣を決定付け

る最重要工程である。従って、販売用種子の元となる原種生産と、これに伴う母本選抜は

種子屋自らが行うことで、種子の品質を維持・管理していた(5)。 

さらに、東京の特産物であり、営業上最も重要な練馬長尻大根・練馬丸尻大根・夏大根

・東京赤長人参・滝野川牛蒡の 5 原種は、東京種子同業組合で原種栽培試験が行われた(6)。

原種栽培試験は同組合における最も重要な業務として位置づけられ、種子屋による自主的

な品質管理を補強し、一層厳密な組織的管理体制の下、優良原種が生産されていた。 

 

3．販売用種子の委託採種と仕入取引 

(1) 販売用種子の委託採種 

榎本家では、販売用種子の元となる原種は、自家生産又は原

種生産農家や東京種子同業組合員の種子屋より購入し、その原

種を近隣の採種農家に預け、販売用種子の増殖を委託していた。  

その際、委託時に代金の何割かを内金(前貸金)として渡し、採

種期に同組合において決定された仕入価格の相場をもとに決済

し、残金を支払うシステムであった(図 2)。 

大正 8(1919)年において、榎本家と契約していた採種農家は

68 名で、採種作物はツケナ・ダイコン・ハクサイ・ニンジンが

中心であった。滝野川周辺の種子屋では、ダイコン・ニンジン

・ゴボウは東京府北豊島郡、ツケナ・ハクサイは東京府南足立 

郡を中心に採種が行われていた(7)。また、四代目当主留吉は、

スミスモーター付き自転車で作場を定期的に巡回し、採種農家 

を直接管理していた (8)。このように、種子屋による近郊採種農 

家を組織化した種子増 

殖システムが確立していたのである。 

 

(2)販売用種子の集荷 

榎本家は採種農家に販売用種子の生産を委託する一方で、同業の種子屋からも種子を購

入していた。東京周辺の種子屋からは、榎本家の採種農家に増殖してもらう品種とは異な

る品種の種子を中心に購入していた。東京近郊の在来野菜である時無大根・節成胡瓜・蔓

細千成茄子・滝野川赤茎牛蒡・砂川牛蒡等の品種である。また、1 回当たりの取引数量は

尐ないものの、月に数十回もの頻繁な取引が年間を通して交わされていた。お互いの得意

の種子を交換したり、種子の不足時に瞬時に対応できるのが、問屋街のメリットであった

のであろう。 

史料的制約のため、全国各地の種子屋からの種子の入手経路については確認できなかっ

た。しかしながら、次章でも詳述するように、榎本家では東京近郊の在来野菜だけでなく、

全国各地の地方野菜や西洋野菜種子も販売している。宮重大根(愛知)・札幌人参(北海道)

・大浦牛蒡(千葉)・千筋京菜(京都)や、玉葱・甘藍・蕃茄・玉菜等である。榎本家は周辺

の種子屋や他地域の種子屋との仕入取引により、全国各地の野菜種子の品揃えを充実させ

ていたと考えられる。 
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4．野菜種子の販売方法と出荷の特徴 

(1) 販売方法 

種子の販売方法として、郵便はがきや郵便為替が利用されて

おり、通信販売による取引が成立していた(図 3)。榎本家にお

ける種子の注文から発送までの工程をまとめると以下の通りで

ある。  

①注文者は｢相場表｣を基に、購入品種名・購入数量・発送方法  

 を記入し、榎本留吉商店宛に「注文書」を発送する。 

②榎本留吉商店宛の口座に、注文合計金額を振込む。 

③榎本家は「注文書」の到着をもって出荷準備をする。 

④送金を確認した後、注文種子を出荷する。 

各年の種子の作柄状況を基に相場を決定し、相場表を通じて顧客から注文を受け、郵便

為替で代金が送られると、鉄道で種子を発送した。 

 

(2) 出荷の特徴 

大正 8(1919)年において、最も出荷取引が多い

のは東京府 25 軒で、次いで千葉 17 軒・茨城 16

軒・長野 14 軒・愛知 10 軒と続く。種子の出荷取

引は関東地方を中心に、1 府 23 県にも及ぶ広範囲

に渡っていた。 

次に、府県別出荷数量を見てみると、東京府を

筆頭に取引軒数の多い千葉・愛知・長野・茨城で

約 8 割を占めていた。出荷先の大部分を占めるの

は各地の種子屋であったが、他にも行商人・足袋

商・薬売り・雑貨商等からも種子の注文があった(図

4)。 

出荷作物(品種)に着目してみると、出荷数量の

最も多い作物はダイコンで、次いでニンジン・ゴ

ボウ・ツケナと続き、これら 4 品目で 6 割以上を

占めていた。練馬大根・東京赤長人参・滝野川赤

茎牛蒡・体菜等、東京近郊の在来野菜が主要な出

荷品種であった。この他にも、各地の地方野菜品 

種や西洋野菜等、計 47 品目 250 品種にも及ぶ多種 

多様な野菜種子を出荷していたことが明らかとなった。近代の種子屋は当該地域の特産種

子以外に、全国各地に展開した種子屋のネットワークを通じて、他地域から購入した種子

も売り捌き、広域な野菜種子の流通を牽引していたのである 

 

5.採種生産の転換と販売取引への影響 

(1)採種地の遠隔地化と採種管理人の出現 

大正後期以降、近世からの野菜採種地帯であった北豊島郡も都市の膨張に伴い市街地化

され、本場採種地域としての機能が急速に衰退していった。大正中期の採種地は東京府北

豊島郡や南足立郡にあり、当主留吉の管理下で採種農家との委託採種が成立していたこと

は既に述べた通りである。しかし、大正後期以降は作場が東京府北多摩郡・千葉県・埻玉

県などの遠隔地に移転し、採種管理人を通じた採種農家の管理と種子取引へと転換した。

特に採種管理人の出現は注目すべき点である。 

図 4 大正中期における種子の集荷・流通構造 

 

図 3 注文はがき 

豊島区立郷土資料館所蔵 
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表 1 苦情はがきの出現数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採種管理人とは、従来、当主留吉が行っていた作場の管理・母本選抜・開花期の花見検

査・採種種子の集荷等、全ての採種業務を種子屋から一任されていた人物である(9)。榎本

家から採種業務を一任された採種管理人は 7 名確認された。図 5 で示すように、採種管理

人は作場を確保した後、その作場で複数の採種農家に種子を増殖させた。 

ここでの採種農家は採種管理人によって種子の増殖を委託された農家であり、榎本家と

この採種農家との間に直接的な接点はないことになる。つまり、大正後期以降、採種過程

は直接管理から間接管理になったのである。 

 

(2)種子の品質問題 

 榎本家文書のうち、「苦情はがき」として分類される史料が 36 点

確認できる。とりわけ、苦情はがきは、大正 9(1920)年以降に出現

している点に注目したい(表 1)。この時期はちょうど本場採種地帯

が衰退し、作場の遠隔地への移転と採種管理人の配置が開始された

時期に符合するのである。苦情はがきの内容は、①他品種の混入、

②不良種子の混入、③古種子の混入、④発芽不良、⑤種子の品質、

⑥害虫被害の 6 つに分類される。 

榎本家の得意先である岡山県の種子屋から送られた苦情はがきを

例に、具体的な苦情内容について見てみると以下の通りである。 

「榎本留吉商店と取引が始まって以来、毎年、販売先の農家も榎

本家を指定して購入していた。しかし、過去 2 年間は収穫の成績が

良くないために農家から苦情が出ている。榎本留吉商店の信用を回

復するためにも、最も自信のある優良な種子を送って欲しい。(10)」 

このように、従来より榎本家の種子品質を信頼し、継続して購入していた得意先から、

種子の品質に対する苦情が寄せられるようになった事実は、採種栽培における大転換によ

って、種子の品質問題が顕在化したことを意味しているのである。 

 

6.むすびにかえて－種子品質問題の動向と今後の展望－ 

こうした展開は、上記の榎本家独自のものなのであろうか。最後に大正後期以降の全国

的な種子品質の動向と今後の展望を記して結びとしたい。筆者は採種地の遠隔地化にとも

なう種子品質の問題は、榎本家に限った現象ではなく、都市近郊に成立をみた各地の野菜

採種地の種子屋においても類似の現象が生じていたものと考えている。 

年次 西暦 枚数 

大正 9 1920 1 

10 1921 1 

11 1922 7 

12 1923 2 

13 1924 13 

14 1925 4 

15 1926 7 

昭和 2 1927 1 

合 計 36 

図 5 採種管理人を介した種子増殖システム 

【大正後期以降】 
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昭和 4(1929)年に農林省農務局は「蔬菜及果樹ノ種苗ニ関スル調査(11)」として全国の種

苗生産状況を取り纏めており、そこには大正末期から昭和初期における販売用種子への批

判と改良意見が示されている。青森、秋田、三重、愛知を除く 43 道府県で種苗業者からの

購入種子について、異品種・古種子の混入や発芽不良等の批判が寄せられている。これは

榎本家が直面したこれまで述べてきたような問題が各地にも様々な形で生じていることを

示している。また、上記の批判の改善策として、①採種組合の設立奨励・監督指導(19 県)、

②種苗取締法・規則の制定(17 県)、③国・地方農事試験場の原種配布・指導監督(12 県)、

④農会等の共同購入(12県)が提示されている。最も多い意見は①の採種組合の設立であり、

明治 28(1895)年から昭和 13(1938)年までに全国に設立された 319 の採種組合のうち、約 8

割の 268 組合が大正 10(1921)年から昭和 13(1938)年の間に設立されている(12)。 

榎本家に寄せられた「苦情はがき」と同様に、当該期間において発芽不良・品種悪化・

交雑物の混入等の種子の品質問題は全国的にも顕在化し、その改善策として、地方農事試

験場による優良原種の育成や採種組合の設立が全国各地で課題となっていたのである。こ

れらの点については、地方農事試験場の役割と採種組合の実態解明と共に今後さらに考察

を深めたい。 

 

＊ 本稿は「近代における野菜種子屋の展開－東京府北豊島郡榎本留吉商店を中心に－」『農業史研究』(44)2010

年 3 月を加筆・修正の上掲載したものである。 

 

注 

(1)例えば、①青葉(1981)『野菜 在来品種の系譜』法政大学出版局、②渡邊善次郎(1991)『近代日本都市近郊

農業史』論創社等が挙げられる。 

(2)東京府北豊島郡は、現東京都荒川区・北区・豊島区・板橋区・練馬区に該当する地域である。 

(3)初代留吉は北豊島郡滝野川村の種子屋創始者の 1 人である榎本重左衛門の三男で、弘化元年の分家を契機

に重左衛門から種子屋を受継いだ。以来、二代留吉(嘉永元年～大正 14 年)、三代留吉(明治 2 年～昭和 4

年)、四代留吉(明治 32 年～昭和 57 年)、五代泰吉と続く。 

(4)中川原敏雄・石綿薫(2009)、42-44 頁。 

(5)鈴木編(1992)、119 頁。 

(6)東京種子同業組合は、大正 5(1916)年に東京市、北豊島郡、南足立郡、豊多摩郡の種子屋 45 名によって 

設立された。詳しい活動内容については、横山 (2008)を参照されたい。 

(7)前掲(5)117-121 頁。 

(8)榎本(1981)58-63 頁。 

(9)金子(1991)241-245 頁。 

(10)榎本泰吉家文書ソ-せ-26。 

(11)農林省農務局編(1929)。 

(12)農林省農務局編(1940)。 
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